
（別紙３）

～ 2025年　10月　4日

（対象者数） 18 （回答者数） 18

～ 2025年　10月　15日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 ・特性や課題に応じた活動プログラムを作成していく。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・潜在的なニーズを把握する。
・参観日や行事に合わせた短時間の交流機会を設ける。
・「自由参加」「短時間」など参加しやすい雰囲気を作る。

2

・日常の相談や困りごとを丁寧に把握する。
・短時間のミニ勉強会を実施する。
・おたより等で家庭支援に役立つ関わり方の情報発信を行
い、保護者が参加しやすい環境を整える。

3

色々な経験ができる。

・土曜日や⾧期休みを利用して、社会的経験ができようよう
に、四季折々のプログラムを組んでいる。
・生活の中や活動を通して、自己選択・自己決定の経験を増や
し自己肯定感に繋がるようにしている。

併設された庭や地域の公園などでの運動を積極的に活動に取り
入れている。

・庭遊びや地域の公園遊びではコミュニケーション能力や協調
性などのメンタル面、体を動かすことで運動能力の向上を図っ
ている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保護者やきょうだい同士の交流の場を設けていない。
・ニーズが把握できておらず、事業所側も必要性を感じにく
かったため。

ペアレントトレーニングを実施していない。
・専門的な支援としてのペアレントトレーニングに対する認知
が低く、保護者からのニーズが表面化していないため。

2025年　10月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　10月　17日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 あごら

○保護者評価実施期間 2025年　9月　16日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


